
胸部悪性腫療に対するラジオ波焼灼療法（胸部悪性腫瘍（従来の外科的治療法の実施が困難  なもの又は  

外科的治療法の実施により根治性が期待できないものに限る。）に係るものに限る。）  

腎悪性腫瘍に対するラジオ波焼灼療法（腎悪性腫瘍（従来の外科的治療法の実施が困難なも  の又は外科  
的治療法の実施により根治性が期待できないものに限る。）に係るものに限る。）  

骨腫癌のCT透視ガイド下経皮的ラジオ波焼灼療法（転移性骨腫癌で既存の治療法により制御  不良なもの  
又は類骨腫（診断の確実なものに限る。）に係るものに限る。）  
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23    経皮的レーザー椎間板切除術（内視鏡下によるものを含み、椎間板ヘルニアに係るものに限る  ■。）   

オープンMRを用いた腰椎椎間板ヘルニアに対するヤグレーザ一による経皮的椎間板減圧術（  腰椎椎間板  

30           ヘルニア（髄核が完全脱出でないヘルニアに限る。）に係るものに限る。）  
47    エキシマレーザーによる治療的角膜切除術（角膜ジストロフィー又は帯状角膜変性に係るものl  こ限る。）   

エキシマレーザー冠動脈形成術（従来の経皮的冠動脈形成術による治療が困難なもの、慢性  完全閉塞の  
74           もの又はこれに準ずるものに係るものに限る。）  

頚椎椎間板ヘルニアに対するヤグレーザ一による経皮的椎間板減圧術（CT透視下法）（頚椎  椎間板ヘル  
83           ニア（画像診断上椎間板繊維輪の破綻していないヘルニアであって、神経根症が明らかであり  保存治療に  

抵抗性のもの（後縦靭帯骨化症、脊椎管狭窄状態又は脊椎症状のあるものを除く）に係るもの  こ限る。）   

如磨     下肢静脈癌に対する血管内レーザ⊥治療法（一次性下肢静脈癌に係るものに限る。）  
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活性化Tリンパ球移入療法（原発性若しくは続発性の免疫不全症の難治性日和見感染症又は  慢性活動性  
75           EBウイルス感染症に係るものに限る。）  

樹状細胞及び腫瘍抗原ペプチドを用いたがんワクチン療法（腫瘍抗原を発現する消化管悪性  腫瘍（食道が  
ん、胃がん又は大腸がん）、進行再発乳がん又は原発性若しくは幸云移性肺がんに係るものに限  る。）  

自己腫瘍（組織）を用いた活性化自己リンパ球移入療法（がん性の胸水、腹水又は進行がんに  ‘係るものに  
限る。）  

自己腫瘍（組織）及び樹状細胞を用いた活性化自己リンパ球移入療法（がん性の胸水、腹水又  は進行がん  
こ係るものに限る。）  
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骨髄細胞移植による血管新生療法（閉塞性動脈硬化症又はバージヤー病（従来の治療法に抵  抗性のもの  
54           で、フォンタン分類Ⅲ鹿又は同分類Ⅳ度のものに限る）に係るものに限る。）  

HLA抗原不一致血縁ドナーからのCD34陽性造血幹細胞移櫨（HLA適合ドナーがいないため  に造血幹細  

82           胞移植が受けられない小児のがん、難治性造血障害又は免疫不全症に係るものに限る。）  
末梢血幹細胞による血管再生治療（慢性閉塞性動脈硬化症又はバージヤー病（重篤な虚血性  心疾患又は  

87           脳血管障害を有するものを除く）に係るものに限る。）  
末梢血単核球移植による血管再生治療（慢性閉塞性動脈硬化症又はバージヤー病（従来の内  科的治療又  

88           は外科的治療が無効であるものに限り、三年以内の悪性新生物の既往又は未治療の糖尿病，  性網膜症の  
あるもの除く。）に係るものに限る。）  
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5    強度変調放射線治療（限局性の固形悪性腫瘍に係るものに限る。）  

46    悪性腫瘍に対する粒子線治療（固形がんに係るものに限る。）  

60    固形がんに対する重粒子線治療  
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口    高周波切除器を用いた子宮腹筋症核出術（子宮腺筋症に係るものに限る。）  

2    自動吻合器を用いた直腸粘膜脱又は内痔核手術（PPH）（直腸粘膜脱又は内痔核に係るもの  に限る。）   

9    顔面骨又は頭蓋骨の観血的移動術（顔面骨又は頭蓋骨の先天奇形に係るものに限る。）  

18    人工括約筋を用し1た尿失禁の治療  

17    人工中耳（慢性中耳炎その他の原因による難聴に係るものに限る。）  

門脈圧先進症に対する経頸静脈肝内門脈大循環短絡術（内視鏡的治療及び薬物治療抵抗性  の食道・胃  
51           静脈癌、門脈圧先進症性胃腸症、難治性腹水又は難治性肝性胸水に係るものに限る。）  
53    声帯内自家側頭筋膜移植術（一側性反回神経麻痔又は声帯溝症に係るものに限る。）  

61    脊椎腫瘍に対する腫癌脊椎骨全摘術（原発性脊椎腫癌又は転移性脊椎腫療に係るものに限  る。）   

68    自家液体窒素処理骨による骨軟部腫癌切除後骨欠損の再建  

－8－   



′．ゝ   」カフェイン併用化学療法（骨肉腫、悪性線維性組織球腫、滑膜肉腫又は明細胞肉腫その他の骨軟部悪性  

腫癌に係るものに限る。）  

筋過緊張に対するmuscleafferentblock（MAB）治療（ジストニア、癌性麻痔その他0）局所の筋過緊  
す≒   

展  掴伸状腺内活性型ビタミンD（アナログ）直接注入療法（ニ次性副甲状腺機能先進症に係るものに限る。）  
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インプラント義歯（顎骨の過度の吸収により、従来の可撤性義歯では岨囁機能の回復が困難なものに限  

10       る。）   
顎顔面補綴（腫瘍手術、外傷及び炎症その他の原因により蹟面領域に生じた広範囲の実質欠損に係るも  

四       のに限る。）   
顎関節症の補綴学的治療（顎関節症（顎関節内陣、下顎頭の著しい変形及び顎関節円板の断裂を除く。）  

13       に係るものに限る。）   
19   歯周組織再生誘導法（歯周疾患による根分岐部病変又は垂直性骨欠損に係るものに限る。）   

20   接着ブリッジによる欠損補綴並びに動揺歯固定（少数歯欠損又は動揺歯に係るものに限る。）   

21   光学印象採得による陶材歯冠修復法（歯冠部由蝕の修復に係るものに限る。）   

エックス線透視下非観血的唾石摘出術（唾石症（唾石と導管壁との癒着がないものに限る）に係るものに限  

24       る。）   
レーザー応用による醜蝕除去・スケーl」ングの無痛療法（醜蝕症又は歯周疾患による歯石沈着症に係るも  

29       のに限る。）   
顎関節鏡視下レーザー手術併用による円板縫合固定術（顎関節脱臼又は顎関節内陣のうち円板を中心と  

31       した顎関節内部の軟組織に異常を伴うものに係るものに限る。）   
34   顎関節脱臼内視鏡下手術（習慣性顎関節脱臼に係るものに限る。）   

50   耳鼻いんこう科領域の機能障害を伴った顎関節症に対する中耳伝音系を指標とした顎位決定法   

さ、AトAl引ま時限的先進医療技術  

◎   


